
こどもまんなか政策課

第８次徳島県保健医療計画【母子保健対策】について

主な改定内容

○ 最近の母子保健の動向及び成育基本方針及び指標等の内容を踏まえて追記修正した

項目（１）基本的な考え方

・成育基本法及び方針の明記

・こどもまんなか社会の実現に向けた施策や組織体制

項目（２）現状と課題

・各種健診体制の充実（拡大マススクリーニング、３歳児視覚検査（屈折検査））

・妊娠期から出産・子育てまで一貫した切れ目のない伴走型支援

・「こども家庭センター」の設置

※こども家庭センターとは 子ども家庭総合支援拠点（福祉に関する相談支援）と

子育て世代包括支援センター（妊娠/出産/子育てに関する相談支援）を一体的に運用
・プレコンセプションケアの推進

項目（３）施策の方向

・不育症検査費用助成及び妊孕性検査支援事業の追記 など

第１回周産期医療協議会及び事後照会での主な意見と反映内容

スケジュール

令和５年８月１日 第１回周産期医療協議会（方針説明）

令和５年８月下旬 第１回医療審議会（概要説明）

令和５年１０月下旬 第２回医療審議会（素案審議）

令和５年１２月 パブリックコメントの実施

令和６年１月３０日 第２回周産期医療協議会（最終案）検討

令和６年１月下旬 第３回医療審議会（最終案審議・答申）

令和６年３月 計画決定

主な意見 該当ページ・行・項目 反映内容

1 県内における産後ケアの現状について追記
Ｐ2・20行～24行
①母子保健事業の現状

産後ケア事業概要と整備状況を記載

2
流産、死産、中絶を余儀なくされた妊産婦への心のケア
やサポート体制の整備について追記

Ｐ3・7行～10行
②性と健康の相談センター事業

産科医療機関施設や不妊・不育相談室（大学病院委
託）における支援の充実を記載

3 育児不安について追記
Ｐ3・15行～17行
③育児不安

育児不安の要因として、経済的問題や特定妊婦の問題
を記載。妊娠期からの継続した支援や医療機関との情
報共有の重要性を記載

4
周産期医療体制において助産師活用推進事業や院内助
産・助産師外来の推進により、助産師と医師の連携、協
働を図ることについて追記

周産期医療対策の内容のため反映なし

5  ｢愛着形成｣ ｢子どもの貧困｣という文言を追記
Ｐ3・24行、26行
③育児不安

支援内容として記載

6 スマホ・ネット・ゲーム依存に関する内容の追記
Ｐ3・33行～37行
④子どもの健康づくりへの対応

心と体にもたらす影響を記載の上教育と連携した
正しい知識の啓発や保健指導について記載

資料２


